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教育委員会定例会（平成２２年７月）会議録 

１．日   時 平成２２年７月８日（木） １６：００ ～ １７：５０ 

２．場     所 新居浜市庁舎３階 応接会議室 

３．出 席 者  

委 員 長  宇 野 征 一 

委    員   太 田 恵 理 子 三 木 由 紀 子 小 野 正 師    

教 育 長   阿 部 義 澄 

事務局長  髙 橋 康 文 

総括次長  近 藤 清 治 

次  長  秋 本   司  

課  長  関   福 生  藤 田 秀 喜  伊 藤 繁 次 郎 

      曽 我 幸 一 

館  長  坂 本 睦 美 

 

４．教育長の 

   一般報告 教育長報告 

６月分行事報告及び７月分行事予定について 

その他 

５．記録者氏名 社会教育課 帆谷  麻衣 

  

＜報 告＞ 

報告第 ８号 専決処分の報告について 

      （新居浜市立中萩公民館長の任命について） 

 

＜議 案＞ 

議案第２９号 新居浜市市民文化センター運営審議会委員の委嘱及

び任命について 

議案第３０号 新居浜市立郷土美術館協議会委員の任命について 

 

＜その他＞ 
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 宇野委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 阿部教育長 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それでは定刻がまいりましたので、ただいまから平成２２年第７回

新居浜市教育委員会定例会を開催いたします。 

 本日の会議録署名委員は、三木委員さん、小野委員さんにお願いい

たします。会期は本日限りといたします。平成２２年第６回定例会会

議録の承認につきましては、太田委員さんと、三木委員さんにご署名

をいただいております。 

それでは、教育長さんの一般報告をお願いします。 

 

 それでは、一般報告を行います。資料の２ページをご覧くださ

い。６月の主な行事についてご報告いたします。 

４日 教育委員会の学校訪問が中萩小学校で行われました。ま

た、７日船木小学校、８日宮西小学校、９日金子小学校、１１日

多喜浜小学校、１４日中萩中学校、２１日角野小学校、２２日角

野中学校、２４日大生院小学校・金栄小学校、２５日高津小学校、

２８日東中学校、２９日川東中学校、３０日船木中学校、７月１

日新居浜小学校、２日神郷小学校、５日別子小・中学校、６日船

木中学校ひびき分校で実施されました。 

平成２２年度所管事務概要説明が福祉教育委員会委員さんに行

われました。 

７日 市議会本会議が招集されました。 

泉川中学校区の教育懇談会が開催されました。また、８日中萩

中学校区、１３日別子中学校区、２１日西中学校区、２２日東中

学校区、２５日南中学校区、２８日北中学校区、３０日角野中学

校区、７月２日船木中学校区で実施されました。  

１１日 平成２２年度新居浜市小・中学校ふれあい運動会が市

民体育館で開催されました。２４校の小・中学校の特別支援学級

と今治特別支援学校新居浜分校の児童生徒約１００名のほか、保

護者の方々、学校長、特別支援学級担任者等約４００名の参加が

ありました。今年新設されました浮島小学校肢体不自由児学級の

児童も元気に参加することができました。温かい声援に包まれ、

笑顔で積極的に競技に参加できていました。また、授業で作成し

た名刺の交換や、助け合いながら一人ひとりが自分の役割をきち

んと果たす姿も見られました。 

１４日 ＪＩＣＡボランティアにマラウイでの野菜栽培の指導

に出発する佐藤明子さんとコロンビアでの生産・品質管理指導か

ら帰国された高橋清敏さんが市長へ表敬訪問をされました。佐藤

さんのこれからの活動に対しての期待や役目を終えられた高橋さ

んの「機会があればもう一度協力したい」という言葉が印象に残

りました。 

平成２２年度 県人権教育協議会新居浜支部代表役員会がもた

れ、愛媛県人権教育協議会新居浜支部総会の開催要項について審

議されました。総会は７月７日に開催され、平成２１年度の事業

内容の報告や平成２２年度の計画とともに、人権教育に長年かか

わり功労が認められた妻鳥和子氏（元船木保育園長・就学前部員）、

梶原 郁氏（元泉川保育園長・就学前部員）、越智志津香氏（新居

浜萩生保育園長・就学前部員）、野口敦子氏（人権擁護委員・社会
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教育部員）、続木明美氏（新居浜市連合婦人会長・社会教育部員）、

中山郁男氏（惣開公民館長・社会教育部員）、岩崎正恭氏(組織企

業部員）、高津章人氏(元事務局員）の８名が表彰されました。 

第 1 回「食農と健康」実践研究推進５校協議会が開催されまし

た。指定校の推進状況の概要説明と今後の日程調整を行いました。 

１５日から１７日まで市議会本会議一般質問が行われました。

今議会では、９名の議員さんからご質問がありました。主な質問

といたしまして、長期的ビジョンに基づいた発達支援の取組、学

校農園、大島小学校の活用、郷土芸能の伝承と保存活動、理不尽

な要求に対する対応、スポーツ振興計画、近代化産業遺産の活用、

学校現場の負担軽減等についての質問がありました。 

１８日 市議会の福祉教育委員会が開催されました。 

大生院小学校で文部科学省・日本体育協会の「平成２２年度ス

ポーツ選手活用体力向上事業」が開催され、バドミントンのアト

ランタ・オリンピックに出場された水井妃佐子選手が、「夢を実現

させるために・バドミントンを通して」と題しての講演や模範演

技、実技指導が行われました。バドミントン競技の盛んな大生院

小の児童たちにとって素晴らしい体験ができたものと思います。    

中学生国際交流事業として、アメリカ合衆国ウインスコンシン

州フランクリン市フランクリン高校の生徒９名とケニア先生が新

居浜市に来られました。５泊６日の新居浜市内でのホームスティ

や惣開小学校・角野小学校、ホームスティ先の中学校での授業体

験を２３日まで行いました。２１日には佐々木市長への表敬訪問

を行いました。「新居浜市の印象として、大変きれいな街ですね。」

「ホームスティはたいへんやさしく楽しく過ごしています。」と答

えていました。１８日の受入れ式ではなんとなく恥ずかしそうな

雰囲気も、２３日の朝のお別れ式の場では、ホームスティ先の家

族と別れがたい思いがひしひしと伝えられていました。ホームス

ティとしてまた、通訳としてご協力をいただきました方々にお礼

申し上げます。ありがとうございました。新居浜市からの交流団

は、１０月３０日にフランクリン市に向かうことになります。  

２０日 第８回日本語学習者による日本語スピーチコンテスト

が開催されました。初級から上級までの４段階でのコンテストで、

日本語学習への思いや取組方法や職場や学校生活での体験等につ

いて語ってくれました。 

東雲市民プールが開場されました。この日は、１２時３０分か

ら１７時３０分まで無料で開放されました。雨天でのオープニン

グとなりましたので昨年よりは尐ない入場者でスタートすること

になりましたが、子ども５６０名、大人１２６名、合計６８６名

の入場者があり、子どもたちのにぎやかな姿が見られました。事

故のない楽しい暑さしのぎができることを願っています。 

２３日 平成２２年度新居浜市水防訓練が市民プール西側の国

領川河川敷で開催されました。総勢９６４名が水防計画に基づき、

災害発生時に水防各隊各班の連携を図るとともに、水防工法の技

術向上を目的として実施されました。せき板工等の５種類の水防

工法を的確に協力をしてやりとげられました。 

２４日 市議会本会議が開かれ､委員長報告､討論､採決等が行

われました。  
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２５日 新居浜地区防犯協会の理事会・総会が開催されました。 

２６日 平成２２年度愛媛県体育指導委員協議会指導者研修会

が一泊二日の日程で多喜浜公民館、多喜浜小学校体育館、広瀬歴

史記念館において開催されました。新居浜の産業遺産として多喜

浜の塩田の成り立ちの講演と塩づくりの体験活動やニュースポー

ツ体験としてカローリング競技を行いました。 

２７日 第１９回尐年拳武道選手権大会が身体障害者チャリテ

ィーとして開催されました。 

２８日 ＣＡＰ新居浜の宮西小学校での「ＣＡＰ子供ワークシ

ョップ」に参加しました。子どもたちの安心・自信・自由につい

て学習が体験活動を伴っての活動で、より理解されたと思います。  

２９日 平成２２年度第１回新居浜市青尐年センター運営協議

会が開催され、２１年度の事業報告や２２年度の事業計画、尐年

補導委員の推薦選考に当たる人選基準の「満７０歳未満を満７２

歳未満」等に改められました。一部改正が承認のうえ、新規の委

員として９名が承認されました。 

平成２２年度青尐年健全育成標語入賞者表彰式が執り行われま

した。最優秀作品として、中萩小学校 藤田琉吾さんの「ごめん

なさい すなおに言える きれいな心」、大生院中学校 曽我部紗

貴さんの「一度だけ 心の油断が 落とし穴」、商業高校 大西未

来子さんの「気付いてる?  相手の気持ちと周りの視線」が表彰

されました。また、優秀作品５点、入選１２点が表彰されました。

今年度は各小中高校からの代表として８７作品の応募がありまし

た。これらの標語は、市政だよりの８月号に掲載されるほか、各

学校や公民館等に掲示されます。 

7 月１日 「食農と健康」実践研究推進校の大生院小学校と垣生

小学校で、「大地といのちの会」の吉田俊道先生を招いての講演

「大地の生きる力 いただきます」と野菜の生ごみと「えひめ愛

Ⅱ」を使っての実技指導が行われました。 

第２６回若葉カップ全国小学生バドミントン大会及び、第１１

回全国小学生ＡＢＣバドミントン大会に出場することになった大

生院ＪＢＣの選手８名と個人戦の有安沙生さん、十亀加奈江さん、

柿本蒼衣さんが市長さんに喜びと抱負を語ってくれました。 

２日 第１０回全日本尐年尐女空手道選手権大会に出場するこ

とになった賢友流真誠館井上篤史さん、山中千愛実さんと第１８

回全国中学生空手道選手権大会に出場することになった石川和叶

奈さん、薦田有希さん、山中結莉乃さんが市長さんに表敬訪問を

されました。 

３日 新居浜を明るくする運動大会が開催されました。社会を

明るくする運動にちなんだ応募作文の優秀作文には新居浜小学校

三浦冴織さんの「ありがとうって大好き」、角野小学校本宮拓真さ

んの「思いやりのあるクラス」、中萩中学校高橋萌さんの「言葉の

架け橋」、西高等学校立川真理恵さんの「思いやりあふれる街へ」

また、標語の応募では、惣開小学校高橋空さんの「わらいごえ ひ

びくすてきな ぼくのまち」など１０名の作品が選ばれました。 

４日 新居浜商工会議所青年部サマーフェスタ事業「マリン村」

が「新居浜を明るくしたい!元気にしたい! 」との思いから新居浜

の活性化とマリンパーク新居浜の１５周年記念と海開きの記念事
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宇野委員長 

 

 

 

 

業として開催されました。曇りの状況でしたが、子どもたちが参

加してのいろいろなイベントが用意され親子で海水浴を楽しんで

いました。 

６日 第４４回中学生弁論大会が開催されました。１２名の弁

士が｢家族生活から｣「夢」や「日頃思っていること」を感情込め

て語ってくれました。第１席にひびき分校緒方優美さんの「信頼」、

第２席に中萩中学校宮内愛璃さんの「手紙」、第３席に大生院中学

校宮本佳林さんの「母の言葉」が選ばれました。生徒たちのこの

ような弁論活動に長年支援をいただいている新居浜ロータリーク

ラブ並びに新居浜南ロータリークラブのみなさんに感謝申し上げ

ます。なお、お手元に第１席から第３席の方の弁論の原稿をお配

りしていますので、後でお読みください。 

 

その他､７月の主な行事予定について報告を申し上げます。 

８日 瀬戸フィル学校出前コンサート(角野小) 

９日 地域発達支援協議会 

瀬戸フィル学校出前コンサート(泉川小・若宮小) 

   １１日 人権のつどい日  

第２５回誠道館拳法新居浜支部大会 

第１３回オープントーナメント西日本拳法道選手権大会     

１６日 愛媛県市町教育委員会連合会定期総会（新居浜市）  

学校図書館機能強化事業委員会 

１７日 民間ユネスコ運動の日記念事業 

 よんでん科学実験フェスタ 

２０日 公立幼稚園・小中学校第１学期終業式 

第６２回県中学校総合体育大会新居浜市選手団結団式 

２１日 第４６回新居浜市小学校水泳記録会(新居浜小・惣開小) 

第６２回県中学校総合体育大会（～２６日） 

２５日 夏休み親子野外教室(郷土美術館)  

新居浜市尐年スポーツ大会(バレーボール大会)   

２７日 ＮＨＫ小学校合唱コンクール(文化センター) 

２８日 第６２回県中学校総合体育大会報告会(文化センター) 

 ＮＨＫ中学校合唱コンクール(文化センター) 

２９日 子ども環境サミット(ウイメンズ) 

３１日 平成２２年度企画展「泳げ！ゲンゴロウ～北添伸夫古里

自然写真展～」（～８月１１日）  

新居浜市尐年スポーツ大会(サッカー)  

８月 1日 小中子ども会議(ウイメンズ)  

３日 生徒交流会 

４日 中学校海外派遣事業第１回事前研修会 

以上で、一般報告を終わります。 

 

ありがとうございました。一般報告についてのご質問・ご意見等あ

りませんか。そうしましたら、学校訪問と教育懇談会を終えたわけで

すが、感想がありましたら来年度の参考になると思いますのでお願い

いたします。 
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 小野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 髙橋事務局長 

 

 

 

 

 

 

 近藤総括次長 

 

  

 秋本次長 

 

 

 

 

 

 

 

 関社会教育課長 

 

 

 

 曽我発達支援課長 

 

 

 

 

すべての教育懇談会に参加はできておりませんが、まず学校訪問に

つきましては、狭い新居浜市の中ではありますけれども、やはり学校

によって、校長先生の学校経営の思いによって、学校の運営や雰囲気、

先生方の授業への取り組む姿、また環境・整備等に若干ですが微妙に

差が出ているかと感じました。それは、悪いことではなくてそれを改

善する努力をしていただけるとありがたいなと感じました。 

教育懇談会につきましては、各地域のいろいろな教育問題に関する

ご質問等も多くいただいておりましたが、市や教育委員会に要望する

ことももちろんですが、地域や学校でできることをお金はなくても汗

をかきながら自分たちにできることをやろうという泉川校区のよう

な精神で地域の方たちが取り組んでいただければ、よりよくなるので

はないのかと感じました。以上です。  

 

今年、教育懇談会に出席させていただきまして、保護者にたくさん

集まっていただいて協議をする場ということだったのですが、実際に

は保護者の方は尐なかったのではないかということを一番不安に思

いました。懇談ということになっておりますが、なかなか懇談に至る

までの機会は尐なく、こちらからの一方的な話ということが多かった

ような気がいたしました。 

 

司会ということでなかなか気が回らず、懇談において皆さんの意見

を聞き出すことができずに反省をしております。 

 

学校訪問につきましては、各学校課題意識を持って取り組まれてい

る様子がよくわかりました。あとは、授業改善についてまだまだ取り

組んでいかなければならないと感じましたし、そのことについてお話

もさせていただきました。 

教育懇談会につきましては、学校主導の協議題なのかなという感想

を持ちました。保護者、地域の方の参加あるいは主体的なご意見が今

後望まれるのかなという感想を持ちました。以上です。 

 

私は、泉川校区のみの参加になりますが、やはり学校のことに対し

て地域が以前に比べて非常に積極的に関わってくれ始めたのかなと

いう感想を持ちました。以上です。 

 

学校訪問につきましては、特別支援学級の子どもたちの様子、また

通常学級にいる障がいのある子どもたちの様子を見て、今後どのよう

に取り組んでいけばよいかを考えさせられました。また、特別支援学

級におきましては今日の予定、スケジュールというものを考えて指導

していくのですが、全ての学級に関して取り組んでいるという学校も
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 藤田学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 伊藤学校給食課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 三木委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 太田委員 

 

 

 

ございました。以上です。 

 

教育懇談会につきましては、主管課長といたしまして皆さんにお礼

申し上げます。ありがとうございました。本日参加者の集計をしたと

ころなのですが、昨年比で２割３分の減となっております。人数的に

は非常に残念な結果になったのですが、昨年に比べて時間帯について

も夜間が多かったように思います。学校側の希望する時間帯で設定を

したのですが、逆に人数が減ってしまいました。しかし、最後の船木

中学校では、多くの方に集まっていただき気持ちよく終えることがで

きました。 

 

学校給食費未納問題が出ておりました中萩中学校区、西中学校区、

東中学校区に参加させていただきましたけれども、特に感じたことは

南中学校区で未納が尐ないにも関わらず、給食費未納問題についてご

意見がありました。といいますのは、自分たちの校区ではないのに、

他の校区では給食費の未納が多いということについて、どうなってい

るのかというご意見があったのですが、未納対策を進めていきますと

いうことでお話はさせていただきました。未納対策につきましては、

後ほど報告させていただきます。 

 

今回、初めて学校訪問、教育懇談会に参加させていただき、本当に

勉強になることが多くありました。今まで他校区の学校に行く機会が

なかったので、学校訪問ではそれぞれの学校で特別支援学級を特に見

せていただきました。子どもたちも楽しそうにしていて、そして先生

方も一生懸命授業をされておりました。他の学級についてもいろいろ

な工夫がしてあって、今さらなのですが先生方はこうやって子どもた

ちのことを考えながら授業をしているのだと感じ、印象に残りまし

た。 

教育懇談会についても、地域や保護者の意見がいろいろ出てきて、

校区の特色や違いのある中で、地域のいろいろな立場の方々が普段か

らどれだけ話し合いをしているのかということが見えるのではない

かと思います。普段から課題にしっかり向き合っているところは、懇

談会でもわかるかと思います。私も全部がわかっているとは言いがた

いので、中途半端な感想になるのですが、各地区の特色や課題につい

て勉強させていただきました。ありがとうございました。 

 

私も、数尐ない小学校しか訪問できなかったのですが、本当に学校

によって、クラスによってそれぞれだと改めて感じました。小学校を

３校ほど見せていただいたのですが、なかには座って授業を受けるこ

とも難しいクラスも正直ありましたが、そのような現状を校長先生も
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 小野委員 

 

 

 

 

 宇野委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 委員一同 

  

一生懸命課題として捉えて頑張って取り組んでおられましたし、担任

の先生も苦労されているのはよくわかりました。教育懇談会とも通じ

るのですが、学校、地域とかその校区が困っている内容や課題が保護

者にはなかなか伝わらなかったりするので、せっかく懇談会で時間を

割いて集まるのであれば、前もって課題がわかるような呼びかけであ

れば、保護者の方も関心を持ちやすいかなと思います。現状は、懇談

会が開催されますという呼びかけだけなので、本当に集まって話し合

いたいという意図はあまり伝わってこないので、保護者もわざわざ家

を空けて出席しようという状況にはなりにくいかなと思いました。以

上です。 

 

１点だけ追加なのですが、今回いろいろな質問に対して、教育長が

各担当課長以上に質問にお答えいただいていたのが、とても良かった

ですし、学校現場の先生方が説明をなさったことも良かったと感じま

した。 

 

私も、教育懇談会、学校訪問に参加させていただきました。教育懇

談会におきましては、地域によって受け止め方にかなりの温度差があ

ると感じました。数が多ければ良いというわけではありませんが、船

木中学校区では非常に多くの方に参加していただき、そして教育委員

会の説明に耳を傾けて聞いておりました。大勢の人に聞いてもらえる

とその地域の意識がさらに高まるのではないか、問題点を再確認でき

るのではないかと感じました。多くの人に集まっていただくために

は、どのように呼びかけをしたのかを聞いてみたいと思います。ＰＴ

Ａだけでなく各種団体に呼びかけを行ったのではないか、学校からだ

けでなく、関係団体に呼びかけて協力してもらったと思います。教育

懇談会では一番印象に残ったことは自分たちでできることは自分た

ちでするということが非常に印象に残りました。 

それから学校訪問についてですが、子どもたちは元気でした。特に

低学年の子どもたちは元気だったのですが、やはり高学年、中学生と

学年が進むにつれて、しんどい様子が伺えました。先生たちが自信を

持ってならぬことはなりませんという毅然とした態度も必要なので

はないかと感じました。以上です。ありがとうございました。 

それでは、報告に入りますが、本日の報告第８号 専決処分の報告

がございますけれども、人事案件ですので新居浜市教育委員会会議規

則第３７条の規定によりこの会の最後に非公開で報告させていただ

きたいと思いますが、ご異議ございませんでしょうか。 

 

はい。  
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 宇野委員長 

 

 

 

 

 

 委員一同 

 

 宇野委員長 

 

 

 髙橋事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異議なしと認めます。 

続きまして議案第２９号、第３０号の２議案ございますが、いずれ

も人事案件でございますので、新居浜市教育委員会会議規則第３７条

の規定により、この会の最後に非公開で審議させていただきたいと思

いますが、ご異議ございませんでしょうか。 

 

はい。 

 

異議なしと認めます。そうしましたら、その他に移りたいと思いま

す。何かございますか。 

 

はい。お手元に教育文化という資料をお配りしております。新居浜

市の長期総合計画の教育分野の一角でございます。本日はその説明を

させていただきますが、まず、その前に長期総合計画につきまして簡

単にご説明をしたいと思います。新居浜市の長期総合計画につきまし

ては、１０年単位の計画となっておりまして新居浜市の最上位の計画

となっております。この計画を実現するために１０年間で各事業を実

施していくということになります。現在は、第４次長期総合計画を推

進しておりますが、その計画が平成２２年度、今年度で終了となりま

す。そのようなことで、新たに平成２３年度から平成３２年度までの

１０年間の第５次長期総合計画の策定を庁内組織また市民会議等に

よりまして昨年度から進めております。この長期総合計画につきまし

ては、地方自治法で策定が義務化されております。教育関係の計画と

いたしましては、教育基本法に規定されております教育振興基本計画

があります。この計画につきましては、県や市町村での策定というの

が努力規定となっておりますので、現在多くの市町村等では策定され

ておりません。ただ、その計画がない場合につきましては長期総合計

画が教育関係におきましての中心的な計画になるということでござ

います。そういったことで、現在第５次長期総合計画の基本計画の中

間案につきまして、ほぼ内容が固まりましたので教育に関する内容に

つきまして説明させていただきます。 

まず、基本計画体系図をご覧ください。一番上に将来都市像があり

ます『－あかがねのまち、笑顔輝く－産業・環境共生都市』これが、

将来の都市像であり、新居浜市のこれからの長期総合計画のキャッチ

フレーズということになります。ちなみに、現在の第４次長期総合計

画では、『－共に創ろう－「心と技と自然が調和した誇れる新居浜」』

となっております。産業や環境ということにつきましては同じように

継続となります。計画につきましてはフィールド１からフィールド６

までの６つの分野に分かれており、最後に計画の推進があります。教

育につきまして、『フィールド５：教育文化』の中には『学習活動の
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充実』『地域づくりの推進』『家庭、地域の教育力の向上』『学校教育

の充実』『特別支援教育の充実』『芸術文化の振興』『スポーツの振興

と競技力の向上』『近代化産業遺産の保存・活用の充実』の８つの施

策がございまして、施策につき３つから５つの基本計画があり、基本

計画は全部で２９ございます。教育関係といたしましては、この施策

と基本計画を今後実施していくということになりますが、その基本計

画の下には実施計画を作成するということになります。実施計画につ

きましては具体的な予算時に説明しております事業につながるとい

うことになります。 

それでは、続きまして教育文化についてご説明させていただきま

す。まず『学習活動の充実』をご覧ください。最初でございますので、

見方についてご説明させていただきたいと思います。まず、施策のタ

イトル『学習活動の充実』が表示されます。その横に【関連施策】の

番号が記述されておりますが、それらの番号はフィールドごとの施策

に対してつけました固有の番号となっておりまして、検索などが簡単

にできるようになっております。その下に「望ましい姿」『誰もが学

べる環境をつくります』ということですが、これは施策を展開するこ

とでどのような姿を目指すかについて記述をしております。その下が

「取組方針」となっておりますが、ここには下段の「現状と課題」を

ふまえまして、今後の１０年間で何をしていくかについて箇条書きで

記述をしております。「現状と課題」との順序が逆になっていると思

われるかもしれませんが、最初に何をするかを記述したいということ

で、このような順序に位置づけております。その下が先ほど申し上げ

ました「現状と課題」についてですが、施策をとりまく社会情勢やこ

れまでの取組等につきまして記述をしております。その下が「活動指

標と計画値」でございます。施策の「望ましい姿」を実現するために

行政活動、サービスなどとして何を行っていくかを数値化したもので

ございます。次に「成果指標と目標値」ですが、施策の展開によって

どのような成果を得ようとしているのかを数値化したものでござい

ます。その下の「取組方針に基づく基本計画・主な取組内容」につい

てですが、基本計画につきましては最初の「取組方針」の項目に対応

しております。この基本計画を実現するために、この取組内容で今後

取り組んでいくということになります。その下の「協働のまちづくり

のための取組」につきましては、「望ましい姿」のために行政が行う

ことや市民、事業者に期待される役割などについて記述をしておりま

す。その下に「個別計画」がある場合については、記述をしておりま

す。 

それでは、内容について簡単にご説明させていただきます。『学習

活動の充実』でございますが、先ほど申し上げましたように望ましい

姿は『誰もが学べる環境をつくります』ということです。この計画の
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概要というのは、公民館、生涯学習大学や図書館等における学習活動、

学習環境の充実を図っていくというものになります。基本計画につき

ましては４つ『生涯学習機会の内容充実』『生涯学習関連施設・機能

の充実』『高等教育機関との連携充実』『図書館機能の充実』でござい

ます。この基本計画を実現させるための取組方針の概要といたしまし

ては、公民館や生涯学習センター等の学習プログラムの見直しを図り

まして、あらゆる住民が幅広く学習できる環境づくりを進めること。

老朽化が進む施設や設備の計画的な改修等の実施。大学等との連携強

化により、新たな学習機会の提供や、高度な住民ニーズへの対応を可

能にする。図書館の機能充実、施設の改善等でございます。 

続きまして『地域づくりの推進』についてですが、望ましい姿は『住

民主体の地域づくりを推進します』ということで、計画の概要といた

しましては、地域の実情や住民ニーズをふまえまして、地域主導によ

る公民館活動等により、住民主体の地域づくりの取組を進めていくと

いうようなことになります。基本計画は３つ『地域課題を解決する住

民活動の推進』『地域を担う人材の育成』『郷土愛を育むための活動

の推進』でございます。それに対する取組方針の概要は、住民の主体

的な事業の支援、地域力の醸成に努めることや、地域づくりに不可欠

なリーダーとなる人材の育成、郷土を誇りに思い、郷土愛を育む活動

の拡充等でございます。 

次に『家庭、地域の教育力の向上』についてですが、望ましい姿は

『社会全体で子どもを育てる体制をつくります』ということでござい

ます。計画の概要といたしましては、家庭教育や地域の教育力の向上

に努め、社会全体で子どもを育てる環境づくりを進めるというような

ものでございます。基本計画は３つ『子育て世代に対する家庭教育の

充実』『学社融合の推進』『青尐年健全育成の推進』でございます。そ

れに対する取組方針の概要は、家庭教育に関する学習機会の拡充や相

談、サポート体制の拡充を図ること。家庭、学校、地域の連携を促進

させ、地域全体で子どもを育てる環境を育むこと。子どもの居場所づ

くりや青尐年を見守る環境づくりを進めることでございます。 

次に『学校教育の充実』でございます。望ましい姿は『生きる力を

育みます』ということで、学習指導要領と同じような内容になります。

計画の概要といたしましては、地域に開かれた学校づくりを進めると

ともに、小・中学校、幼稚園における学校教育及び学校環境の充実を

図ってまいります。基本計画は５つ『地域に開かれた特色ある学校づ

くり』『社会変化に対応した多様な教育の推進』『児童・生徒の健全育

成』『教育施設・教育環境の整備充実』『幼児教育の推進』でございま

す。それに対する取組方針の概要は、学校・家庭・地域の連携を図り、

特色ある学校づくりの推進。語学教育、環境教育、防災教育などの多

様な教育の充実を図ること。いじめ、不登校の解消のため相談業務の
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充実や適応指導等の実施を図ること。老朽化している施設整備の計画

的な改修や更新、教育環境の整備を図ること。幼稚園の支援などでご

ざいます。 

次に『特別支援教育の充実』です。望ましい姿は『個々に適した支

援を行います』でございます。計画の概要といたしましては、障がい

のある子どもに対しまして学校における特別支援教育を中心に就学

前・就学中・就学後について一体的に支援をしていくものです。この

施策につきましては、前回の計画では学校教育に含めておりました

が、現在発達支援課におきまして特化して実施をしておりますことか

ら、今回の計画では新たに施策として設けております。基本計画は３

つ『早期からの教育相談・支援の充実』『特別支援教育の充実・体制

の整備』『地域生活における自立に向けた支援体制の整備』でござい

ます。それに対する取組方針の概要といたしましては、就学前の発達

課題にある子どもたちの早期発見・早期対応のための相談・支援体制

の充実を図ること。就学中の支援のため発達課題にある子どもに対す

る理解を深めるとともに、特別支援教育支援員等の派遣を図って行っ

ていくこと。障がいのある子どもたちの自立の支援や環境整備を図っ

ていくことでございます。 

続きまして『芸術文化の振興』でございます。望ましい姿は『芸術

文化の香りを未来に伝えます』ということです。計画の概要といたし

ましては、優れた芸術文化活動の提供や支援、芸術文化関係施設の整

備、文化財の保存活用を図っていくことです。基本計画は３つ『芸術

文化活動の推進』『芸術文化施設の整備・充実』『文化財の保護と活

用』でございます。それに対する取組方針の概要は、優れた芸術文化

に触れる機会の提供や芸術文化の担い手の育成、駅前地区で整備計画

を進めております総合文化施設の開館や既存施設の計画的整備、文化

財の保存と活用を進めるというような内容でございます。 

次に『スポーツの振興と競技力の向上』です。望ましい姿は『いつ

でもどこでも誰でもスポーツを楽しむことができます』ということで

す。計画の概要は、日常生活のなかでスポーツを楽しむ取組の推進や

競技スポーツの向上、体育施設の整備を図っていくということでござ

います。基本計画は３つ『社会体育の推進』『競技スポーツの振興』

『施設環境の整備』でございます。それに対する取組方針の概要は、

各種スポーツ教室や場所等の提供により、日常生活にスポーツ・運動

を取り入れることの推進。愛媛国体に向けた競技スポーツの振興、体

育施設の整備検討でございます。 

最後に『近代化産業遺産の保存・活用の充実』でございます。望ま

しい姿は『生きた博物館都市を目指します』ということです。計画の

概要といたしましては、別子銅山に関する近代化産業遺産や多喜浜塩

田文化の保存活用を図っていくというようなことでございます。基本
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計画は５つ『別子銅山の近代化に携わった人々に学び、伝承・発信を

促進』『別子銅山近代化産業遺産のネットワークの促進』『別子銅山

近代化産業遺産の保存・整備の推進』『あかがね基金の育成』『多喜浜

塩田文化の保存・継承』でございます。それに対する取組方針の概要

としましては、別子銅山の歴史と正しい認識と市民の誇りとしての意

識の醸成、関連産業との交流、連携を通した近代化産業遺産の保存・

活用。広瀬歴史記念館、旧端出場水力発電所、山田社宅の保存・整備。

近代化産業遺産の保存、活用を図るためのあかがね基金の育成。多喜

浜塩田文化の保存・継承でございます。 

非常に簡単ではございますが、以上が教育関係の計画の概要でござ

います。 

 

はい。ありがとうございました。大変なまとめだったと思います。

何か質問等ありますか。 

 

初めて説明をお聞きしたものですから、教育文化のなかで１０年計

画ですから１０年先のことを考えながら作られておるのも大変だろ

うと思いながら聞いておりました。そのなかで『施策５－３ 家庭、

地域の教育力の向上』で望ましい姿が『社会全体で子どもを育てる体

制をつくります』ということで、その通りであると思います。例えば

『施策５－４ 学校教育の充実』のなかで、『生きる力を育みます』と

いうのが望ましい姿となっているのですが、言葉としてはきれいなの

ですが、「特色ある学校づくり」や「多様な教育の推進」や「健全育

成」などすべて言葉としてはきれいなのですが、１０年後にどのよう

な子どもを作りたいか、今の小学校の子ども、中学校の子どもに１０

年後どうなって欲しいのか、どういう子を作りたいのかということが

なくて、教育文化、新居浜の文化をどうしていくのかと思いました。

この基本計画は大変立派なものを作られておるのですが、説明をお聞

きしながら、１０年後にどうしたいのかということが尐しわかりにく

いかなと思いました。 

 

確かに長期総合計画の場合、１０年先のことですので非常に不透明

なところがあるのですが、先ほどの『生きる力を育みます』というこ

とですが、これは学習指導要領で文部科学省が前面に出していますの

で、今後１０年間はこの言葉は生きるのではないかというようなこと

で使用しました。 

取組方針では、ある面おおまかな表現をしておりまして、その横に

基本計画がありまして、基本計画の下で実際の実施計画を作るのです

が、これを作るとなると予算的に制限がされるということがあります

ので、なかなか難しいところがあるのですが、作成側の意向としては、
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ある程度いろいろなことに取り組めるような計画にしたいという観

点で作ったという気持ちはあります。 

 

お気持ちはわかります。平成３２年度までの目標値を示しているわ

けですが、平成２２年から１０年後になりますが、それでは１０年前

はどうだったのかを考えれば、今後の取組を具体的にしていくときに

参考になるのではないかとも思います。平成１２年と平成２２年と平

成３２年と区切って見てみるのもいいのではないかと思います。 

 

今までの問題を現況と課題のなかで集約するというようにしてい

たのですが、１０年単位の計画は非常に長いので、この計画について

は、一応５年経過した時点で見直すということにはなっております。

１０年間の計画といっても、社会情勢がどうなっているかもわかりま

せんので、そういう面では５年たって変化があるかなとは思います。 

 

１０年後を見越して的確に計画を立てるのは非常に難しいことと

思います。きれいごとみたいなところもあるかと思いますが、また見

直しをしながらやっていただければと思います。他にありませんか。 

 

お手元に平成２２年度 第６２回新居浜市中学校総合体育大会の試

合結果表をお配りしております。このような結果で、優勝・準優勝と

なっております。また、個人の部でも県大会へ行きますので見ていた

だければと思います。 

次に進路相談会のご案内の資料をご覧ください。進路に不安のある

子ども・保護者を対象に８月８日（日）１０：００～１２：００に県

内の私立高校、公立の新居浜西高の定時制の進路相談会が行われま

す。 

次に定例教育委員会資料の生徒指導関係をご覧ください。６月で３

０日以上欠席している生徒が４４名となっております。ただ、過去５

年間を見てみても今年度が一番尐なくなっており、やはり学校側、保

護者の取組でひとつの成果が出てきているのかなと思います。学年別

に見てみても、中学１年生がずいぶん減ってきています。ただ、小学

生のときには不登校ではなかったのに中学１年生になって不登校に

なった、あるいは中学１年生では登校していたのに、中学２年生にな

って不登校になったというような状況もあります。各学校で不登校に

なった要因を探っており、生徒指導を中心に、再度教育委員会の担当

指導主幹も入りまして話し合ってもらっています。現在のところ不登

校生徒数は減尐してきております。目標としまして、３桁切れるよう

に各学校呼びかけを行っております。１学期が終わった時点でまた反

省をしたいと思います。 
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次に不審者情報ですが、本日までに１１件の報告を受けておりま

す。１１件のうち、下半身露出が８件、身体をさわるが３件となって

おります。従来の不審者情報で下半身露出がこんなにも多くなってお

り、異常性があるといいますか、このあたりの対応について考えてい

かなければならないと思います。そして１５分以内に警察に通報して

くれれば、検挙率が高くなるということです。１件は川東校区で子ど

もが車のナンバーを覚えていたので解決しました。上部地区でも車の

ナンバーは控えていたのですが、該当車が新居浜市内にはないという

ことで、犯人検挙には至っておりません。以上です。 

次に夏休み中のことですが、８月１日（日）に新居浜市小・中学生

子ども会議が開催されます。いじめ・不登校を生まない楽しい学校づ

くりはどうあればいいのかを議題に児童・生徒との話合いを進めてい

きたいと思います。昨年度の子ども会議の中で、新居浜市出身者に来

てもらいたいというような意見もありましたので、今年度は高見知佳

さんに来ていただきまして読み聞かせを行いたいと思います。 

次に学校給食費未納の問題について、先月の定例会にてご報告させ

ていただいたのですが、その後の状況について伊藤学校給食課長から

説明をお願いします。 

 

６月の定例会でまとめたもので、その後対策班の取組後の状況を報

告させていただきます。まず、給食費の未納状況でございますが、平

成２２年５月末現在の平成２０年度分の未納額が６２万円程度でし

た。６月末現在におきまして５８万円となり４万円回収をしておりま

す。平成２１年度分につきましては、５月末現在１４０万円程度でし

たが、６月末現在１２０万円程度となり２０万円程度の回収をしてお

ります。そのなかで、教育委員会でも未納対策班を立ち上げておりま

すので、各学校の方へ訪問していただきまして、学校長と面談をして

いただきました。 

各学校で時期は尐しずれがありますが、対策班で期日を設定し面談

のできていない方、未払いのある方は学校、教育委員会の対策班とと

もに面談をしたうえで、その後の納入状況を見ながら法的処置に講じ

るか講じないかというのを見極めて進めてまいりたいと思っており

ます。以上です。 

 

給食費の未納、そして保護者を法的措置にということで、大変微妙

なこともあります。学校現場、また対策班として各課長さんに大変ご

苦労をおかけしますが、やはりよく状況を確認して、払えるのに払わ

ないということについては、毅然とした対応も必要ではないかなと思

いますので、事案についてはよく精査して対応をお願いします。勤務

外の仕事になるとは思いますがよろしくお願いします。 
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 関社会教育課長 

 

ご苦労していただいて申し訳ない気持ちもありますが、よろしくお

願いいたします。ご意見、ご質問等はありますか。 

 

ひとつご質問なのですが、法的手段に講じるということなのです

が、具体的にどのような手段なのですか。差し押さえなどもできると

いうことでしょうか。 

 

はい。そういうことになります。払えるようであれば払っていただ

くということになります。 

 

質問よろしいですか。教育委員会がきちんとしたかたちで関わると

その家庭の経済状況などは正確に判断できるのですか。 

 

経済状況を把握ということですが、教育委員会が入る前に学校現場

はできていると思いますし、調べようと思えばできます。先ほど、教

育長も言われましたようにどう見ても払える状況にあるのに、払わな

いという状況の方が何名かおられます。その方については、必ず回収

する方向で進めたいと思います。 

要保護、準要保護の状態になる前の未納金が残っている場合の事例

には、精査していく必要があるのではないかと思います。 

 

もうひとつ質問よろしいですか。未納の回収とは直接関係ないので

すが、危険な家庭についてもこの未納問題から把握されると思います

が、把握した家庭については何か対策をされるのでしょうか。保護者

の方をどうにかするのは難しいと思いますが、その成人していない子

どもさんが元気であるならばいいのですが、そうでないなら福祉課に

連絡するというような対策はされますか。 

 

いろいろな事例がありますので、よく精査して取り組んでいくとい

うことで方向づけしたいと思います。 

 

お手元に『寺子屋倶楽部』『あおぞら』という冊子をお配りしてお

ります。『寺子屋倶楽部』には平成２０年から始まっての子どもの感

想、『あおぞら』には子どもの体験活動の報告が掲載されております

ので、また見ておいていただければと思います。 

 

他にありませんか。 

 

社会教育課からの報告です。今年度文部科学省からの委託事業とい

うことで、社会教育による地域教育力強化プロジェクト事業に申請を
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しておりました。先般、内諾の報告がありましたので今年度はこの事

業に取り組んでみたいと考えております。事業の性格そのものは、知

の循環型社会という言葉が言われておりますけれども、新しい学習の

ためのスタイルを開発しようではないかという思いのもとに文部科

学省が行っている事業でございます。それに対して新居浜市としての

提案は、今までは生涯学習・社会教育と言いますと割と１つ１つが点

で終わっていたのですが、それを繋げていくような新しいＰＤＣＡの

サイクルの基に、そのような学習が組み上げられないかということで

考えたものがこの事業でございます。 

事業のテーマとして伊庭貞剛が今から百数十年前に別子で木を植

えたということに着目して、来年ちょうど環境自治体会議等もござい

ますので、市長部局との兼ね合いも含めながら、本当の意味で役に立

つ社会教育を考えてみようではないかというのがこの事業でござい

ます。ＰＤＣＡということで、まずは伊庭貞剛が木を植えたというこ

とを学んでみようということで『幽翁』という伝記がございますけれ

ども、それをみんなで読んでみるような場を作って、そこで学んだこ

とをもとに新居浜の子どもたちにあるいは大人も含めて、教材を作ろ

うではないか。教材には、絵本であったり、演劇であったりいろいろ

なものを想定しておりますけれども、教材を作る。そして、そこでで

きたものを学校に持って行って、子どもたちに伝えていく。そこで、

今回は環境ですけれども、子どもも大人も環境に対していろいろ学ん

だことを次のステップに持ち上げていくような事業を考えたいと思

っております。その中に、ひとつは先ほど教育長のお話にもありまし

たけれども、新居浜出身の人材がいろいろなところにおられます。鴻

上尚史氏に演劇の部分の指導をしてもらう、あるいは高見知佳さんに

読み聞かせの部分での指導をしていただくというようなかたちで、郷

土との縁を繋いでもらうというようなものをひとつ盛り込みたいと

考えております。あと、今まで新居浜南高校の情報科学部がいろいろ

なかたちで別子銅山のことを学んでまいりました。今回この事業をい

ただきましたので、できれば、南高の生徒たちに『緑の遣唐使』と命

名をし、現在百万本の植林活動を行っております足尾銅山に行って、

現状を学び、新居浜にフィードバックしてもらうような仕掛けを盛り

込んでいき複合的に考えていくような社会教育のひとつの仕組みを

この中で実験してみたいということで、１年間の事業なのですが、こ

の１年で取り組んでみたいと考えております。これがひとつのスタイ

ルとなれば、伊庭貞剛の次には例えば広瀬宰平、あるいは多喜浜塩田、

あるいは泉川の遠藤石山などに当てはめて同じような学びのサイク

ルを作っていければ、将来総合文化施設等ができた時に、そこのひと

つのソフト方面での取組にも発展していくのではないかという考え

のもとに進めてまいりたいと思います。事業予算はまだ確定していな
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いのですが、年間で５００万円程度の国の委託料をいただき、推進協

議会が受け皿となり、事業を進めてまいりたいと思います。また、逐

次いろいろとご報告させていただければと思います。以上です。 

 

ありがとうございました。他にありませんか。 

 

体育文化課からのお知らせになります。お手元にお配りしておりま

す第６回市民音楽祭のチラシをご覧ください。第６回になりました

が、第１部は中学生・高校生を中心にしたステージ、第２部について

はプロの音楽家を目指した方のステージとして開催をしております。

昨年は１４団体だったのですが、今年は個人を含めまして１８団体と

いうことで、尐し増えているという状況ですが、特に１部の入場者数

が、昨年を見ても尐ないということで、参加していただけるようにみ

なさんからもお声がけをしていただけるとありがたいなと思います。

よろしくお願いいたします。 

 

図書館から行事のお知らせです。チラシを２枚お配りしていますの

でご覧ください。まず、『夏の夜のちょっとこわいお話し会』を８月

６日（金）図書館閉館後から午後８時くらいまで予定しております。

昨年度から始めておりますが、昨年度は２４０名ほどの参加者があり

ましたので、今年も引き続き実施したいと考えております。もう１件

は『夏休み子ども探検隊』です。こちらも数年前から実施しておりま

す行事ですが、今年は８月１１日（水）１３時から開始します。図書

館の見学及び木の工作教室を行い、参加費は材料費として５００円に

なります。７月１日から募集を図書館の窓口にてしております。現在

までに１２、１３名集まっております。またお声がけをよろしくお願

いします。 

 

はい。ありがとうございました。その他ありませんか。 

 

はい。新居浜市中学校スポーツトップアスリート事業実施要領の資

料をご覧ください。６月補正予算時に、ご説明をいたしておりますが、

６月議会が終わりまして、７月１８日（日）に第１回目のトップアス

リート事業を実施いたします。後の日程につきましては計画ではござ

いますが、記載のとおりでございます。ご案内をしたいと思います。

以上です。 

 

その他ありませんか。 

それでは、次回の開催日を決めさせていただきたいと思います。８

月の定例会は、８月５日木曜日１５時００分から開催させていただき
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ます。それでは、平成２２年第７回教育委員会定例会を一度閉会いた

します。ありがとうございました。 

 

 

＜以下、非公開にて審議＞ 
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